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1. まえがき

照明 LED 通信は,照明機能を維持しながら通信機能を

併せ持つ方式である.照明 LED 通信を実現する情報変調

方式として,多値パルス位置変調法(MPPM)や振幅シフトキ

ーイング(ASK)方式, 多元接続を可能にするコードシフトキ

ーイング(CodeSK)方式がある[1].また,この照明LED通信は

太陽光パネルを受光デバイスとして利用することにより無線

給電を可能とする[2][3]. 

本稿では,照明機能と通信機能（干渉対策機能), 無線

給電機能を併せ持つ振幅レベルを X[%]変動させる

xASK-CodeSK 方式を提案する. 

2. システム構成

図 1: システム構成 

図 1 に提案システムの構成を示す.送信機では,データを

CodeSK用と ASK用に分割し,CodeSKデータによって 4つ

の符号群から 3 つを選択し,その振幅レベルを ASK データ

によって決定し,LED により伝送する.システム図中①②③

④は CodeSK で利用する拡張プライム符号の例を示し,⑤

では,送信信号構成例を示す. 

受信機では,ソーラーパネルを受光デバイスとし,データ

ユニットでCodeSKデータとASKデータを復調する.ストレー

ジユニットでは,受信信号の直流成分より電力給電する. 

3. 性能評価

図 2: xASK の X[%]に対する DSR と発電電力のグラフ 

図 2 に xASK の信号レベル比 X[%]に対するデータ成功

率 (DSR)と給電力 [W]の性能を示す .ただし ,  𝐸𝑏/𝑁0 =

5[𝑑𝐵]とし,データ成功率は xASK が支配的であると考えて

xASK の成功率としている.これより,給電性能とデータ成功

率はトレードオフ関係にあることが分かる. 

4. むすび

本稿では,xASK と CodeSK を利用した可視光ワイヤレス

給電システムを提案した.今後は,データ成功率と給電性能

のトレードオフポイントについて明らかにするとともに,両性

能の向上法について検討する予定である. 
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